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EC/仮想空間

42.3％がECに関して今後も取り組む予定
資料7-1-51　ECに関する今後の取り組み予定［従業員規模別］

9.8％が仮想空間サービスのビジネス利用を検討
資料7-1-52　仮想空間サービスのビジネス利用と利用意向　N＝1,000

一般消費者向け商取引（B2C）
のみを行う予定がある
企業間取引（B2B）のみを行う
予定がある

B2CとB2Bのどちらも行う
予定がある

B2CとB2Bのどちらも行う
予定がない

わからない

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

5,000人以上 
N=165 

1,000～4,999人 
N=171 

300～999人 
N=193 

100～299人 
N=161 

50～99人 
N=92 

10～49人 
N=163 

1～9人 
N=55 

全体 
N=1,000 11.1％

21.8％

11.0％

10.9％

11.8％

11.4％ 13.0％

13.5％

24.2％

31.6％

26.3％

17.6％

22.8％

31.0％

33.9％

11.7％

6.1
％

16.8％

21.2％

17.5％

18.2％

13.7％ 32.9％ 24.8％

14.1％ 14.1％ 34.8％ 26.1％

11.0％ 12.9％ 39.3％ 25.8％

7.3％ 9.1％ 34.5％ 27.3％

14.9％ 30.3％ 27.4％16.3％

知らないし、利用していない
31.1％

以前利用していたが
現在は利用していない
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聞いたことはあるが
どういうものか知らない
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どういうものか知っているが
利用していない
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まだ使っていないが
利用を検討している
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3.1％

企業のオンラインマーケティングやプロモー
ション活動としてセカンドライフやスプリュー
ムといった仮想空間サービスを利用している
かどうかを尋ねた。「すでに利用している」比
率は3.1％、利用を検討している企業は9.8％
となるが、「どういうものか知っているが利用
していない」が44.6％、「知らないし、利用し
ていない」が31.1％と大部分を占めている。
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全体を対象に、ECに関する今後の取り組み予定を尋ねている。「B 2CとB 2Bのどちらも行う予定がない」と
「わからない」を除いたECに関する今後の取り組み予定は42.3％となる。また、従業員規模別にみると、規模
が小さな企業ではB2C、規模が大きな企業ではB2Bもしくは両方を行う予定の比率が高い傾向にある。
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